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【主任】Ｄ．生活困窮者支援を通じた地域づくり（事例読み上げ用）（原田正樹氏作成） 

※このシートは、参加者には配布しません。講師が事例のその後の展開（以下の内容）を読み上げ、
参加者はそれを聞きながらプロセスレポートを作成します。

≪事例読み上げ用≫演習 
事例のその後の展開（最初の訪問から現在に至るまで）：
　住民からの苦情を受け、自立相談支援機関の相談支援員は月１回定期的に本人の自宅を訪問し続けるも、依然として本人に会うことができないまま時間だけが経過していきました。しかし、その間に、本人に会えなくても訪問を続ける支援員の様子をみた近隣の人たちからは、少しずつ声をかけてもらえるようになります。支援員は、本人への訪問時に声をかけてくれた近隣の人たちに対し、本人の姿を見かけたら自立相談支援機関に連絡してほしいこと、ゴミの片付けについて本人と話し合うので、近隣住民にも協力をお願いしたいことを伝え続けました。また、本人の様子や生活の状況等、近隣の人たちからの情報収集も継続して行っていきました。

近隣住民との関係づくりを進める一方で、地域の民生委員、地域包括ケアセンターの担当者にも状況を伝え、本人への対応の協力を依頼します。さらに、本人への対応にもともと協力的な様子であったＣさん（斜め前の住人）も「自分にできることがあったら協力する」とのこと。本人に会えるタイミングを待ちながら、積極的に地域住民へのアプローチを続けました。
月１回の定期的な訪問を続けて１年半が過ぎました。いつものように支援員が本人の自宅を訪問したところ、突然玄関のドアが開き、本人と会うことができました。本人との関係を崩さないよう会話を進めながらも、現在の生活の状況や困っていることがないか尋ねてみたところ、「ゴミを片付けたい」とのこと。支援員は本人に対し、一緒にゴミを片付けていこうと約束し、初めての面談を終えました。

面談後、まずはＣさん（斜め前の住人）に連絡し、本人に会えたこと、本人からゴミを片付ける意思が聞かれたので手伝ってほしいことを伝えました。同様に、地域包括ケアセンターと行政機関にも連絡をし、ゴミ処理を依頼しました。訪問時に確認した本人の状況から、ゴミ処理にあたっての費用の調達も必要であると判断し、地域の「たすけあい基金」の活用に向けて行政機関と調整を図っていきました。
最初の面談から１ヵ月後、ゴミの片付けが始まりました。片付けの際には必ず支援員も自宅に赴き、片付けを手伝いました。支援員がゴミを片付ける姿をみた近隣の人々は、徐々にゴミの片付けに協力してくれるようになっていきます。その様子をじっと見ている本人に対し、支援員は「あなたのゴミの片付けを手伝ってくれているよ。周りの人たちは優しいね。」と声をかけました。本人は何も言いませんでしたが、皆の様子を見ながら軽くうなずきました。

ゴミの片付けが始まってからも定期的に自宅訪問を続けて１年が経ち、本人は少しずつ自分の思いや生活の状況を支援員に話してくれるようになっていきました。本人は、以前は仕事をしていたが、今は辞めてしまい収入がないとのこと。また、医療機関にかかってはいませんが、身体がだるく一日中家で過ごすことも多いようです。自分では「元気はないけど貯金はある」と話す一方で、実際の生活は苦しいとも呟きます。生活保護の受給について説明したうえで、後日支援員も同行して申請に行きました。

本人は、兼ねてから支援に協力的であったＣさんや民生委員の紹介を通じて、地域のサロンに通い始めました。先日は、サロンの活動の一環としてスーパーのフードコートで食事をふるまったと嬉しそうに話していました。支援員は現在も自宅訪問を続け、本人と地域住民の声を継続的に聞きとるようにしています。
